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各
地
の
メ
ー
デ
ー

を
満
開
の
ツ
ツ

ジ
が
彩
り
を
添
え

た
。
参
集
し
た
産

業
別
の
労
組
の
多

く
の
方
と
早
期
退

職
、
転
職
が
話
題

に
上
っ
た
。
入
社
早
々
に
配
属

ガ
チ
ャ
を
理
由
に
退
職
す
る
人

や
退
職
代
行
サ
ー
ビ
ス
が
増

え
、
転
職
で
夢
を
煽
る
Ｃ
Ｍ
が

溢
れ
る
▼
自
己
責
任
と
コ
ス

パ
・
タ
イ
パ
思
考
が
強
ま
る
時

代
に
は
、
労
働
組
合
で
労
働
条

件
を
改
善
し
職
場
を
良
く
す
る

活
動
は
タ
イ
パ
が
悪
い
の
だ
ろ

う
か
▼
多
様
性
を
認
め
合
う
時

代
に
「
今
時
の･･･

」
と
一
括

り
し
て
は
ダ
メ
だ
が
、
組
合
加

入
を
取
り
組
む
単
組
の
声
が
頭

を
よ
ぎ
る
▼
そ
れ
で
も
様
々
な

努
力
で
組
合
加
入
や
自
治
労
共

済
の
促
進
に
成
果
を
出
す
単
組

報
告
も
あ
る
。
人
員
確
保
闘
争

の
取
り
組
み
も
４
月
人
事
異
動

で
悲
鳴
が
上
が
る
職
場
の
改
善

に
む
け
て
始
ま
っ
て
い
る
▼
タ

イ
パ
だ
け
で
は
計
れ
な
い
労
働

組
合
の
意
義
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
職
場
で
様
々
な
こ
と

に
戸
惑
う
新
人
に
呼
び
掛
け
、

悩
み
を
共
有
し
な
が
ら
一
緒
に

取
り
組
も
う
。 
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行

24～25日　反行革・組織集会（いこいの村はりま）
25日　メディカルワーカーズアクション（センタープラザ西館）
25日　女性組合員交流会（ケーニヒスクローネスイーツづくり館）
25日　人権教育ひょうご第27回総会（ラッセホール）
26日　平和友好祭「love＆peaceフェス」（ひょうご共済会館）
27～28日　自治労第166回中央委員会（ウェブ開催）
31日　労働学校・基礎編（ひょうご共済会館）
６月１日　第25回平和・人権・環境を考える集い（魚崎会館）

当面の日程

衆院補選立憲３勝

大 西 英 剛

活発な議論が行われた

残
さ
れ
て
い
る
。
施
設
で
の
長

期
入
所
は
人
権
侵
害
と
の
声
を

国
・
自
治
体
・
社
会
に
訴
え
、
一

人
で
も
多
く
の
障
害
者
が
地
域

で
暮
ら
せ
る
運
動
を
進
め
て
い

こ
う
」
と
講
演
を
受
け
た
。

　

講
演
後
は
、
神
戸
で
ガ
イ
ド

ヘ
ル
プ
制
度
の
廃
止
、
大
阪
メ

ト
ロ
の
各
駅
の
無
人
化
な
ど
の

問
題
点
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑

応
答
が
交
わ
さ
れ
閉
会
し
た
。

　

神
戸
市
立
障
害
者
セ
ン
タ
ー

で
４
月
６
日
、
障
害
者
春
闘
２

０
２
４
が
開
催
さ
れ
た
。

　

障
問
連
の
石
橋
宏
明
事
務
局

長
か
ら
「
今
回
の
障
害
者
春
闘

の
テ
ー
マ
の
要
は
『
脱
施
設
か

ら
地
域
移
行
へ
』
だ
が
、
自
治

体
の
財
政
的
な
問
題
な
ど
に
よ

り
地
域
移
行
が
停
滞
し
て
い
る

の
が
現
状
。
神
戸
で
は
精
神
病

院
で
虐
待
事
件
が
発
生
す
る
な

ど
様
々
な
問
題
が
山
積
し
て
い

る
が
、
素
朴
な
意
見
や
疑
問
を

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

講
演
で
は
障
大
連
議
長
の
古

田
朋
也
さ
ん
か
ら
「
現
在
、
大

阪
府
と
府
内
各
市
で
は
原
則
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
最
大
10
人
ま

で
収
容
と
し
、
地
域
で
の
自
立

生
活
は
過
去
に
比
べ
広
が
っ

て
き
た
が
、
国
連
・
障
害
者
権

利
条
約
で
脱
施
設
化
の
枠
組
み

の
欠
如
の
改
善
が
勧
告
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ま
だ

多
く
の
障
害
者
が
施
設
に
取
り

　
「
核
兵
器
の
廃
絶
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
青
年
女
性
が
取
り

組
む
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー

が
、
今
年
は
６
月
3
日
、
県
庁

前
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
平
和
友

好
祭
実
行
委
員
会
は
リ
レ
ー
運

動
を
通
し
て
、
自
治
体
に
「
非

核
自
治
体
宣
言
」
採
択
を
求
め

て
き
た
が
、
今
年
３
月
、
佐
用

町
が
「
非
核
・
平
和
の
ま
ち
宣

言
」
を
採
択
し
た
こ
と
で
、
県

内
全
自
治
体
が
採
択
に
い
た
っ

た
。
今
後
、
平
和
行
政
の
推
進

を
求
め
て
い
く
。

　

リ
レ
ー
を
取
り
組
む
に
あ

た
っ
て
県
本
部
青
年
部
・
女
性

部
は
、YouTube

動
画
を
作

製
し
た
。
動
画
を
使
っ
て
、
走

る
前
に
「
な
ぜ
走
る
の
か
」
単

組
で
学
習
会
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の

た
め
、
デ
モ
行
進
と
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
は
中
止
と
な
っ
た
。

式
典
で
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
福

永
明
連
合
兵
庫
会
長
は
「
今
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
連
帯
の
力

で
平
和
と
人
権
を
守
り
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
へ
！
被
災
地
の
復
旧

復
興
に
向
け
て
、
み
ん
な
で
支

え
合
い・
助
け
合
お
う
！
』
で

す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
よ
う

に
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
、

復
旧
復
興
に
向
け
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と
に
精

一
杯
、
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
春
闘
で
は
要
求
額
を
超
え

る
回
答
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、

満
額
を
超
え
た
部
分
の
財
源
は

取
引
適
正
化
に
向
け
、
中
小
企

業
の
労
働
条
件
向
上
に
配
慮

す
べ
き
。
さ
ら
な
る
賃
上
げ
と

格
差
改
善
を
進
め
よ
う
」
と
訴

え
た
。
来
賓
紹
介
の
あ
と
「
現

場
の
声
」
と
し
て
兵
教
組
か
ら

学
校
現
場
で
の
教
職
員
未
配
置

に
よ
る
過
酷
な
労
働
実
態
に
つ

い
て
報
告
。
Ｊ
Ｐ
労
組
か
ら
は

慢
性
的
な
人
員
不
足
と
そ
の
原

因
に
つ
い
て
の
実
態
報
告
が
あ

り
、
現
状
を
共
有
し
た
。

　

世
界
中
で
労
働
者
の
イ
ベ
ン
ト
や
デ
モ
行
進
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
メ
ー
デ
ー
。
兵
庫
に
お
い
て
も
第
95
回
兵
庫
県

メ
ー
デ
ー
が
４
月
27
日
か
ら
５
月
1
日
に
か
け
て
県
内
15
地

域
で
開
催
さ
れ
、
式
典
や
抽
選
会
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　

兵
庫
県
メ
ー
デ
ー
神
戸
中
央

大
会
は
４
月
27
日
の
10
時
か
ら

神
戸
・
大
倉
山
公
園
野
球
場
で

開
催
さ
れ
、
約
５
千
人
が
参
加

第25回平和・人権・環境を考えるつどい
日時　2024年６月１日（土）12：30～
場所　神戸市東灘区 魚崎会館
講演　地球沸騰化時代!!
　　　気候変動問題と次世代
　　　への責任
講師　気候ネットワーク
　　　　山本  元 さん

どうする
温暖化?

さ
ら
な
る
格
差
改
善
を

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

第95回兵庫県メーデー

雨の中５千人が参加したメーデー神戸中央大会

反核平和の火リレー

今年は６月スタート
リレーPR動画を公開

障害者春闘2024

長期入所は人権侵害
脱施設で地域移行を進める

PR動画QR
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日本の現状を説明する長岡講師
　

戦
争
を
さ
せ
な
い
、
９
条
を

壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
は
、
５
月
に
開
催
さ
れ

る
兵
庫
憲
法
集
会
に
向
け
て

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
、
９
条
壊

す
な
！
５
・
3
兵
庫
憲
法
集
会

プ
レ
集
会
」
を
４
月
24
日
に
神

戸
市
内
で
開
催
し
、
県
内
か
ら

約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
羽
柴
修
弁
護
士
は
「
先

日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
岸
田
首
相
が

ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
、『
ア
メ

リ
カ
は
世
界
の
道
標
』
と
述
べ

た
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
援
す

る
ア
メ
リ
カ
は
ガ
ザ
で
起
こ
っ

て
い
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
ど
う

考
え
る
の
か
。
あ
れ
が
世
界
の

道
標
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
で
の
戦
争

を
見
る
と
混
沌
か
ら
の
道
標
を

模
索
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
た
。

　

講
演
は
「
緊
急
事
態
改
憲
の

ね
ら
い
と
本
質
、
改
憲
発
議
を

許
さ
な
い
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
長
岡
徹
さ
ん
（
関
西
学
院
大

学
名
誉
教
授
）
が
行
っ
た
。
講

演
で
は
「
中
国
の
脅
威
論
を
口

実
と
し
て
岸
田
政
権
は
大
軍
拡

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
防
衛
予
算
の

倍
増
な
ど
国
会
議
論
を
軽
視

し
、
閣
議
決
定
で
実
施
し
て
い

る
。
着
々
と
軍
事
力
の
増
強
を

行
っ
て
お
り
、
専
守
防
衛
か
ら

か
け
離
れ
、
矛
盾
が
ま
す
ま
す

拡
大
し
て
い
る
」
と
日
本
の
現

状
に
つ
い
て
触
れ
た
。
議
員
の

任
期
延
長
論
に
つ
い
て
は
「
大

災
害
を
口
実
に
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
緊
急

事
態
宣
言
を
認
め
さ
せ
る
議
論

で
あ
り
、
戦
争
有
事
を
憲
法
に

位
置
付
け
る『
緊
急
事
態
改
憲
』

で
あ
る
」
と
批
判
し
た
。

　

自
治
労
は
３
月
か
ら
能
登
半

島
地
震
被
災
自
治
体
へ
の
支
援

を
開
始
。
兵
庫
か
ら
は
橋
本
維

文
（
三
田
市
職
労
）
と
北
川
寿

一（
稲
美
町
職
）が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
。

　

主
な
目
的
は
七
尾
市
職
員
の

負
担
軽
減
で
、
兵
庫
は
総
合
支

援
窓
口
を
担
う
事
に
な
っ
た
。

珠
洲
市
、
輪
島
市
は
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
七
尾

市
は
報
道
が
少
な
い
。
そ
れ
で

も
市
内
を
歩
く
と
復
旧
・
復
興

に
数
年
は
か
か
る
こ
と
が
容
易

に
想
像
で
き
た
。

　

今
回
の
震
災
に
よ
る
特
別
な

窓
口
（
罹
災
の
各
種
支
援
策
）

は
多
く
の
市
民
が
押
し
寄
せ
、

ス
ム
ー
ズ
な
申
請
受
付
が
で
き

る
よ
う
商
業
施
設
４
階
ホ
ー
ル

を
貸
し
切
っ
て
行
わ
れ
た
。
入

口
で
目
的
別
に
市
民
を
誘
導

し
、
専
門
窓
口
は
全
国
か
ら
の

派
遣
公
務
員
（
国
、
県
、
市
町

村
）
が
担
い
、
統
括
的
立
場
で

七
尾
市
の
職
員
が
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
で
事
務
を
行
っ
た
。

申請受付と案内を担当した２人

　

こ
の
間
の
人
員
削
減
に
よ
り

現
場
は
疲
弊
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
現
状
を
克
服
す
る
た

め
、
単
組
で
は
職
場
単
位
の
人

員
配
置
の
現
状
、
時
間
外
労
働

時
間
、
年
休
・
振
替
休
の
取
得

状
況
な
ど
を
把
握
・
分
析
し
、

職
場
の
意
見
に
基
づ
い
た
業
務

量
や
任
務
分
担
の
見
直
し
な
ど

人
員
の
確
保
、
労
働
条
件
の
改

善
を
め
ざ
し
、
自
分
た
ち
の
声

を
あ
げ
、
組
合
に
結
集
し
、
力

を
あ
わ
せ
た
た
か
い
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

県
本
部
は
６
月
７
日
に
１
時

間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し
、
人

員
確
保
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
現

業
公
企
統
一
闘
争
を
取
り
組

み
、
夏
季
一
時
金
闘
争
は
６
月

14
日
に
29
分
時
間
内
食
い
込
み

集
会
を
配
置
す
る
。

　

各
単
組
は
要
求―

交
渉―

妥

結
の
闘
争
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
。

6月期闘争の日程
【人員確保闘争】
（現業公企第１次ゾーン）
（男女平等産別統一闘争）
要求書提出　５月21日（火）
回答指定日　５月31日（金）
交渉ゾーン　５月31～６月６日
統一交渉日　６月６日（木）
統一行動日　６月７日（金）

（1hスト配置）
【夏期一時金闘争】
要求書提出　５月29日（水）
回答指定日　６月５日（水）
交渉ゾーン　５月５～６月13日
統一交渉日　６月13日（木）
統一行動日　６月14日（金）

（早朝29分配置）

　

４
月
か
ら
市
役
所
を
休
職
し

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長

と
し
て
組
合
専
従
と
な
っ
た
福

永
大
吉
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

　

福
永
さ
ん
は
１
９
９
９
年
に

尼
崎
市
に
建
築
職
で
入
職
し
、

尼
崎
市
職
労
の
建
設
支
部
書
記

長
、
尼
崎
市
職
労
の
書
記
次
長

を
務
め
、
職
場
で
は
一
貫
し
て

建
設
部
門
を
担
当
。
役
所
に
は

基
本
的
に
守
る
べ
き
ル
ー
ル
は

あ
る
が
、
住
民
視
点
に
立
っ
た

対
応
を
心
が
け
て
き
た
。
そ
の

対
応
に
つ
い
て
上
部
と
意
見
が

合
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。
こ
れ
ま
で
単
組
役
員
を

務
め
て
き
た
が
「
現
場
の
声
」

を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
と
の
こ
と
。
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
保
育
現

場
の
処
遇
改
善
だ
っ
た
と
い

う
。
組
合
ア
ン
ケ
ー
ト
で
職
場

実
態
を
つ
か
み
、
当
局
に
改
善

を
迫
っ
た
こ
と
だ
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長
と
し
て

の
抱
負
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
輩

が
進
め
て
き
た
取
り
組
み
の
基

本
は
守
り
つ
つ
、
新
規
採
用
の

組
合
加
入
に
力
を
入
れ
た
い
と

の
こ
と
。
最
後
に
性
格
を
伺
っ

た
が
、
意
外
と
几
帳
面
だ
が
、

し
ゃ
べ
り
だ
し
た
ら
止
ま
ら
な

い
の
で
、
そ
の
際
は
指
摘
し
て

下
さ
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

組織拡大に注力
現場の声を大きな吉にかえていく
福永大吉ブロック事務局長を紹介

5・3プレ集会

改
憲
は
許
さ
れ
な
い

軍
事
大
国
へ
と
進
む
日
本

自治労
ボランティア

七
尾
市
へ
の
自
治
労
支
援

現
地
レ
ポ
ー
ト
・
北
川
寿
一

６
月
期
闘
争
の
推
進

闘
争
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
取
り
組
み
強
化


